
三次市 予算事業別審査シート 補

❶

❷

❸

❹

❺

款 項 目

1

2 2 2

一般会計令和６年度 補正 NO,

担当部局・課名 市民部　課税課

本業務は，令和7年12月稼働に向けて現在構築を進めている基幹業務システム標準化に伴い，現行の「申告支援システ
ム」を継続利用することができないため，新たに標準化に対応する「申告支援システム」を構築し，合わせて，現行システム
から「減価償却資産，利用識別番号，口座番号」の3情報を新システムに移行するためのデータ抽出ツールのセットアップを
行うもの。

❽（❻＋❼）事業合計額 ➡

事業区分

0

補正区分 12月補正
＊補正予算事項別説明書 ❻（❶~❺の計）　 ➡ 3,938

事業名

／頁 3,938

特定財源内訳（千円）
一般財源（千円）

無

国庫支出金 県支出金 市債 負担金等その他

事業の積算根
拠等

（詳細説明）
事業一覧表／状
況写真／図面等

別添資料

3,938

財源区分

国庫支出金

❶12.委託料（①業務委託料（物件費））　3,938千円
　①申告支援システム構築業務委託料　1,782,000円
　②申告支援システムに係るシステム設定及びデータ抽出ツールセットアップ業務委託料　2,156,000円
　　【内容】
　　　・データ抽出ツール開発　1,000,000円×1.10=1,100,000円
　　　・設定作業　570,000円×1.10=627,000円
　　　・データ抽出ツールセットアップ作業　390,000円×1.10=429,000円

（一覧表／
　　　図面等）

負担金

事業内容
及びその目的
（めざすもの）

その他事業（管理部門経費等） ―

　　　該当ページ 20 ／頁 ❼その他の節など（上記以外）の合計額 ＊該当なし”0”を挿入 ➡

申告支援システム構築業務

予算額（千円）

事業
(経費)
内の主
たる費

目

節名称 細節名称
3,938委　託　料

0 0 0 0

補助金・負担金・交付金等の名称

21

令和６年度

（予定）
特定財源内訳

歳入に関する
項目

予算額（千円）
（❽）

県支出金

3,938

①業務委託料（物件費）

申告支援システム 基幹業務システム

確定申告受付 課税台帳作成
税証明発行等

国税連携システム

eLTaxシステム

給与報告，年金報告等
の電子申告

国税申告，e-TAX等

現行

基幹業務システム

課税台帳作成
税証明発行等
確定申告受付

国税連携システム

eLTaxシステム

給与報告，年金報告等
の電子申告

国税申告，e-TAX等

標準化後



三次市 予算事業別審査シート 補

❶

❷

❸

❹

❺

①業務委託料（物件費）

31

令和６年度

（予定）
特定財源内訳

歳入に関する
項目

予算額（千円）
（❽）

県支出金

▲ 8,857 0 0 0 ▲ 5,808

補助金・負担金・交付金等の名称

新規事業 政策２ 安全で快適な生活環境

　　　該当ページ 30 ／頁 ❼その他の節など（上記以外）の合計額 ＊該当なし”0”を挿入 ➡

ごみ処理広域化検討業務
（塵芥処理経費）

予算額（千円）

事業
(経費)
内の主
たる費

目

節名称 細節名称
-8,857委　託　料

特定財源内訳（千円）
一般財源（千円）

無

国庫支出金 県支出金 市債 負担金等その他

事業の積算根
拠等

（詳細説明）
事業一覧表／状
況写真／図面等

別添資料

▲ 3,049

財源区分

国庫支出金

❶12.委託料（①業務委託料（物件費））　▲8,857千円
　■当初計画
　　三次市が一括コンサル契約を行い負担割合に応じて芸北広域環境施設組合より委託料負担金として三次市へ納付。
　　　当初予算
　　　　歳出　14,520,000円（三次市60％8,712,000円＋芸北広域環境施設組合40％5,808,000円）
　　　　歳入　5,808,000円（芸北広域環境施設組合分）
　■計画見直
　　2年間契約の計画策定期間を単年度契約とし，個々においてのコンサル契約とする。
　■12月補正内訳
　　　契約金額　9,900,000円
　　　　・三次市　5,662,800円
　　　　・芸北広域環境施設組合　4,237,200円
　　　不用額
　　　　歳出　▲8,857,000円（芸北広域環境施設組合分4,237,200円＋契約残4,619,800円）
　　　　歳入　▲5,808,000円（芸北広域環境施設組合分）
　　　　　　　・補正予算書17Ｐ　予算費目（款）21諸収入，（項）5雑入，（目）3雑入，（節）8雑入，㊱委託料負担金

（一覧表／
　　　図面等）

負担金

事業内容
及びその目的
（めざすもの）

本業務は，「三次環境クリーンセンター」の今後の施設整備について，本格的に調査・検討を開始する時期であると考え，
延命化計画に基づいてこれまで運営をしていたが，これからの施設の在り方を検討することを目的として，令和6年度におい
て，芸北広域環境施設組合（安芸高田市，北広島町）と，「一般廃棄物広域処理検討連絡調整会議」を設置し，
広域処理に向けた検討を進め，合わせて本市単独で実施する場合との比較を検討する。この調整会議は，広域化ありき
ではなく，あくまでも広域・単独双方でのメリット，デメリットを研究し，より公益な手法を選択していくための会議体とする。

❽（❻＋❼）事業合計額 ➡

事業区分

0

補正区分 12月補正
＊補正予算事項別説明書 ❻（❶~❺の計）　 ➡ -8,857

事業名

／頁 ▲ 8,857

款 項 目

2

4 2 2

一般会計令和６年度 補正 NO,

担当部局・課名 市民部　環境政策課

三次環境クリーンセンター 芸北広域きれいセンター


